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第６次草津市総合計画第１期基本計画の総括評価と 

第２期基本計画の体系案について 

 

１ 第１期基本計画の評価について 

・第６次草津市総合計画の体系は、将来ビジョンの

達成に向けて、「まちづくりの基本目標」「分野」

「基本方針」「施策」「事務事業」の５層構造とな

っており、基本計画の進捗管理・評価については

下表のとおり行うこととしています。 

 

 

 

 

・現在、第１期基本計画の計画期間中ではありますが、第１期基本計画の評価の結果を第２

期基本計画の策定に生かすため、令和３年度から令和５年度末時点までの実績と、令和６

年度末までの成果見込みをもって、第１期基本計画の総括評価とします。 

・総括評価を実施するにあたり、毎年度の施策評価等による進捗管理結果等を踏まえながら、

基本方針ごとの令和３年度からの取組状況や成果実績（見込み）、計画期間中における環境

変化や今後の課題等をとりまとめました。 

・計画期間終了の翌年度である令和７年度に改めて総括評価の更新を行い、第３期基本計画

の策定に活用します。 
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２ 施策体系の見直しの基本的な考え方について 

・第２期基本計画の施策体系について、「まちづくりの基本目標」「分野」は基本構想におい

て令和１４年度までの継続的な方向性が位置付けられており、現時点で基本構想を見直す

べき状態にはないことから、これらについての見直しは行いません。 

・「基本方針」「施策」については、第１期基本計画の体系を基本としつつ、以下の点を踏ま

えて体系を見直し、必要に応じて再構築を行いました。 

① 第１期基本計画の総括評価による成果や環境変化、課題 

② 国の制度や根拠法令、市の施策展開の変更 

③ 市民意識調査に基づく現状分析や市民ニーズ 

④ 関連する個別計画との整合 

・また、自治体基本条例において基本計画は市長の任期に合わせて策定することと規定され

ていることから、第２期基本計画の施策と市長政策集（市長が４年の任期期間の中で推進

する政策を示したもの）に掲げる各施策が連携を図りながら進捗管理を行えるよう、第２

期基本計画の体系を見直しています。 

 

 

 


